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：半導体レーザ素子および半導体レーザジャイロ
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  　 図など

半導体レーザ素子を用いた光ジャイロ

光ジャイロ

全反射モードでのレーザ光を励起すると共に共振器からのレーザ光の取出しが容
易な半導体レーザ素子を用いた半導体レーザジャイロを提供する。

本発明によれば、全反射モードでのレーザ光を励起すると共に共振器からのレー
ザ光の取出しが容易な半導体レーザ素子を用いているので、ジャイロに用いるの
に十分なレーザ光が出射され、高特性のジャイロが得られる。

本発明に係る半導体レーザ素子は、共振器３０を備え、その端面において全反射さ
れる多角形の周回光路４０を互いに逆方向に周回する第１、第２のレーザ光Ｌ１、Ｌ
２を励起するよう構成されており、その周回光路４０の途中には、共振器３０の実効
屈折率とは異なる屈折率を有するエアギャップ４１a、４１b、４１c、４１dが形成されて
いてこれらのエアギャップによってレーザ光Ｌ１、Ｌ２の一部が反射されて出射Ｌ１’、
Ｌ２’される。


